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新屋鹿嶋祭保存会製作部会・会議録 

                       開催日時 平成２５年１０月２２日(火)１８時 

開催場所 西部市民サービスセンター ３階 洋室５・６ 

  議事録作成者 議長(製作部長) 國安 明 

 

「出欠の状況」 

 部員１６名、出席１３名(新会員：武藤富夫氏含む)、欠席３名(大島勝美、斉藤澄夫、 

新会員：藤嶋和芳氏) 

 「オブザーバー出席４名」 

 保存会会長 伊藤富美雄氏、保存会事務局長 藤枝隆弘氏、保存会広報部長 高橋伸氏、 

保存会実技部 舛谷博英氏。 

 

定刻となったので部長が開会を告げた。 

保存会伊藤会長が時候の挨拶をまじえて、有意義な会議となるようお願いし終えた。 

 

國安製作部長が議長になって議事の進行を図った。 

 

1・協議事項 

 (1) 製作部会役員改選について 

  議長から、去る８月４日開催された保存会総会に於いて、議案題６号 役員の改選につ

いてが上程され、その中に「3・部会の役員改選については、各部で討議して、決定した内

容を事務局に報告するものとする。」となっているので、いかが取り計らうべきかと図った。 

 

  出席の部員から、現在の役員で続けてほしいとの発言が有った。ほかに意見、意義が無

かったので、承認された。 

  議長から、本日、藤枝事務局長が出席されているので「この議決をもって」報告に換え

たいと伝え、藤枝事務局長は了承した。 

 

 (2) 模範的鹿嶋船の製作について 

  イ・船型の決定について 

  議長から、模範的鹿嶋船について、有志から提供の古い写真や、各町内から提出された

最近の鹿嶋船の写真をもとに検討、協議を重ねてきた。 

 船体は、概ね同仕様になっているものの、構成する各部分についてはそれぞれ微妙な違い

が見られ、未だ絞り切れていないのが現状である。そのことから進展を図る意味としてイ

ラスト等による表現も一つの方法と考え、心得のある会員実技部の舛谷博英氏にお願いし

ているところと、報告した。 

 平成２４,２５年度に提供された写真から、船体については各町内とも概ね同仕様の製作

となっているものの舳先や艫については微妙な違いが見受けられる。 

只、艫については「舵」の「有る、無い」かの違いだけで、前回の会議でも議論されたよ

うに「有る」のが当然との結論だった。従って今後は、「舳先」についてどのようにすべき

か提出資料の写真を参考に議論を進めてもらいたい。 
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「部員の質問」 

製作部会で「模範的鹿嶋船」が決定されれば、毎年鹿嶋祭りで各町内が製作する「船」も

それに倣わなければならないのか。 

「製作部長の発言」 

町内で製作されている鹿嶋船については、それはそれとして異論をはさむ余地の無いもの

と解する。従って、従来と何ら変わらない製作で良いと考える。 

保存会のあり方としては模範的な鹿嶋船がどのようなものであるかについて、調査、研究

し明確な検証に基づく型を追求するものである。 

 

 本日の会議に舛谷氏が出席されているので、経緯も含めて状況について発表してもらう。 

「舛谷氏」 

 鹿嶋船についてインターネット等により調査したところ、写真を示しながら、各地では舳

先には概ね「龍」があしらわれているので、それを参考にすべきと考える。 

 「部員の意見」 

 ① 別の会議で、保存会の一会員から、各地で行われている各種お祭りの主旨の大半が、

子孫繁栄を主眼としていると考えられると、発言があった。従って、舳先へ「竜」をあ

しらう事にも、もう少し調査、研究が必要と思う。 

 ② 舳先は、ねぶり流し館に展示されている鹿嶋船について、写真による紹介があったが、

その鹿嶋船は、祭りの歴史が比較的浅い「勝平地区」の船で参考にはならないと思う。 

 ③ 各町内の鹿嶋船の舳先について、資料提出の写真を参考に議論が交わされた中で、 

 「国立歴史民俗博物館」に展示されている鹿嶋船が「新屋鹿嶋祭りの船」として今のとこ

ろ一番古く「模範的な鹿嶋船」として相応しいので、その製作を目指し後世に伝える

べきと思う。 

④ 最終的に「模範的な鹿嶋船」の案が示されたので、保存会全体会議に諮り合意形成が

不可欠である、との結論になった。 

 

ロ・ 船の展示場所について 

① 日吉神社境内か西部市民サービスセンター以外に考えられない。 

② 日吉神社に先ず相談してみるべき。仮に、出来ない場合は西部市民サービスセンター

へとなる。 

ハ・ 船の製作方法(者)について 

ニ・ 製作見積もりとその資金の調達方法について 

   製作仕様等については、製作部柴田茂雄副部長が私案とした資料提出があるので、説 

明をお願いする。 

① 柴田副部長から、提出してある資料「鹿嶋船製作・展示についての私案」に基づき説 

明がなされた。 

            会議終了 １９時３０分。  引き続き懇親会が行われた。            

以上 

      

    １０月４日(木) 保存会伊藤会長が「日吉神社」に赴き、石澤宮司と面談。鹿嶋船の境内へ 

の展示について伺ったところ、場所は有るので展示しても良いとの回答を得た。 


